
湯布院公民館で毎月行われているほのぼの広場。
12月１日には、親子で仲良くクリスマスケーキ作
りが行われました。表紙は、親子で楽しくデコ
レーション中♪来月は「巨大すごろく作り」を開催
予定です。
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市政ニュース

　第２次由布市行財政改革実施計画では、平成23年
度から平成27年度までの５年間の行財政改革の取り
組み目標を定めており、今回、平成26年度の取り
組み状況の概要を報告します（報告書は由布市公式
ホームページに掲載しています）。

１．財政基盤の確立
（１）歳入の確保
　市税等の収納強化と市有地の売却や貸し付けを行
うとともに、ホームページのバナー広告やユーバス時刻表に有料広告を掲載するなど自主財源の確保に努
めました。
　また、市税の収納率は前年度比で0.94ポイント向上し、93.18％となりました。
●市税等の収納率
 【一般税】

区　分 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成21年度 前年度比較 21年度比較

調定額
（見込）

4,250,305
(4,551,941)

4,272,527
(4,551,941)

4,346,452
(4,551,941)

4,432,050
(4,551,941) 4,530,262 △ 22,222 △ 279,957

収納額
（見込）

3,960,562
(4,233,305)

3,941,149
(4,201,441)

3,919,259
(4,201,441)

3,954,329
(4,142,266) 3,918,198 19,413 42,364

収納率
（目標）

93.18%
(93.0%)

92.24%
(92.3%)

90.17%
(92.3%)

89.22%
(91.0%) 86.50% 0.94％ 6.68％

現年度 98.45% 98.16% 97.72% 97.10% 96.00% 0.29％ 2.45％

過年度 22.62% 24.44% 22.11% 23.40% 14.70% △ 1.82％ 7.92％

 【国保税】
区　分 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成21年度 前年度比較 21年度比較

収納率 76.43% 76.10% 73.48% 71.10% 70.50% 0.33％ 5.93％

現年度 93.23% 93.18% 91.42% 90.50% 89.70% 0.05％ 3.53％

過年度 19.53% 21.15% 20.65% 16.90% 16.40% △ 1.62％ 3.13％

（２）物件費の見直し
　物件費については、予算編成において前年度比３％の削減を行いましたが、コンビニ収納や番号制度に
伴うシステム改修等により、前年度比６.２％の増加となりました。
●物件費

区　分 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成21年度 前年度比較 21年度比較

物件費
（一般財源等）

1,889,340
(1,504,567)

1,778,787
(1,424,431)

1,839,061
(1,396,939)

1,950,689
(1,420,942)

1,786,813
(1,327,727)

110,553
80,136

102,527
176,840

平成21年度決算
額(一般財源)か
らの削減目標額

( △ 51,000) ( △ 54,000) ( △ 57,000) ( △ 60,000)

２．行政運営の効率化
　職員数においては、定員管理計画により適正な人員配置に努めてきました。
　また、限られた財源を有効に活用するため、事務事業評価により事業の一層効果的な推進を図りました。
●定員管理の適正化

区　　分
平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

実績 （目標） 実績 （目標） 実績 （目標） 実績 （目標） （目標）

一般職員数 334 (337) 327 (328) 327 (317) 329 (317) (309)
消防職員数 60 (61) 62 (61) 62 (61) 65 (61) (61)
合 　 　 計 394 (398) 389 (389) 389 (378) 394 (378) (370)

３．人材育成等の推進
　職務能力の向上と効率的な行政運営を目指して、年度ごとに職員研修計画を策定・実施しています。平
成26年度は大分県自治人材育成センターでの研修をはじめ、34講座延べ127人が受講しました。

４．民間活力の導入
　公の施設の管理に民間の力を活用しつつ、市民サービスの向上と経費の削減を図ることを目的とした指
定管理者制度は、新たに１施設が指定、９施設が再指定され、平成26年度末で45施設に導入されています。

５．市民との連携協力
　ＮＰＯ等との連携による協働のまちづくりや男女共同参画実現に向けた環境整備を促進したほか、大分
大学をはじめとする５大学との相互協力、友好交流協定を締結し、幅広い分野での連携や地域課題解決に
向けた協力を進めました。
●各種審議会等委員の女性登用率

区　分 平成26年度 平成25年度 平成24年度 平成23年度 平成21年度 前年度比較 21年度比較

審 議 会 等 数 27 30 30 28 28 △ 3 △ 1

審議会等委員数 387 390 405 358 404 △ 3 △ 17

うち、女性委員数 87 87 84 74 73 0 14

女 性 登 用 率 22.5％ 22.3％ 20.7％ 20.7％ 18.1％ 0.2％ 4.4％

おわりに
　計画の４年目を迎えた平成26年度は、財政調整基金残高が約33億4,200万円となるなど、計画に基づい
た取り組みにより一定の行財政効果を生み出すことができました。
　しかしながら、今後の財政推計で明らかなように、普通交付税の削減や高齢化に伴う社会保障費、公共
施設の維持管理費の増大などにより、安定的な財政運営が極めて厳しい
状況になることが想定されます。
　今後も、歳入歳出全般にわたる財政の規律化や効率的な行政運営など、
真摯な不断の改革が必要です。

●問い合わせ　総務課（庄内庁舎）
　　　　　　　☎097−582−1111（内線209・210）

（単位：人）

（単位：千円）

（単位：千円）

平成26年度の
由布市行財政改革取組状況報告《概要》
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福
祉
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金
の
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請
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限
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長
に
つ
い
て

　11月の中旬から由布市の皆さんへ「マイナンバー（個人番号）」をお知らせする「通知カー
ド」の送付が始まりました。
　住民票の住所地へ転送不要の簡易書留で届けられます。不在の時はピンクの不在連絡票が投函
されますので気を付けておいてください。12月末までに届かない方は由布市役所市民課までお
問い合わせください。

●申請方法
　１、通知カードの下についている申請書に必要事項を記入する。
　２、顔写真を添付する。
　３、通知カードと一緒に送られてきた返信用封筒に入れて投函する。
　※この申請方法のほかにもスマートフォンやパソコンから申請する方法等もあります。
　　詳しくは、ＷＥＢサイトの「個人番号カード総合サイト」をご覧ください。
　   「個人番号カード　申請」と検索
●顔写真のチェックポイント

●交付方法
　平成28年１月以降、交付場所などをお知らせする交付通知書（はがき）が申請者のご自宅に
届きます。
　必要なものを持ってはがきに記載された交付場所へ申請されたご本人さまがお越しください。
 （暗証番号の設定をしてもらいます）
　※15歳未満の方または成年被後見人には、その法定代理人が同行してください。
●問い合わせ　市民課（庄内庁舎）　☎097−582−1111

本人確認書類としても使える「個人番号カード」は申請すれば作ることが出来ます。
（交付手数料は無料です）

皆さんの個人番号を
お知らせする
通知カードをお送りしています。

　住民票と異なるところにお住まいの方の分や、郵便局の保管期間の過ぎた通知カードは
由布市役所に戻ってきます。通知カードが由布市役所に戻ってきた方には、由布市役所へ
戻ってきた旨のお手紙を普通郵便にて送らせていただきます。

通知カードは
この部分です

サイズ（縦4.5cm×横3.5cm）
・最近6ヵ月以内に撮影
・正面、無帽、無背景のもの
・裏面に氏名、生年月日を記入し

てください

・顔が横向きのもの。
・無背景でないもの。
・正常時の顔貌と著しく異なるもの。
・背景に影のあるもの。
・ピンボケや手振れにより不鮮明なもの。
・帽子、サングラスをかけ人物を特定できないもの。

第３次由布市行財政改革大綱および
実施計画の策定に係る意見募集について

公立学校臨時事務および非常勤職員募集

●パブリックコメント（意見募集）
　由布市では、これまでの行財政改革を踏まえ、行政運営の一層の改革を推進し、第２次総合計画の着実
な実行に向け、これを下支えする財政基盤の強化を図るため、行財政改革に関する基本方針を定めた「第
３次行財政改革大綱」と改革の具体的取組項目を定めた「第３次行財政改革実施計画」（平成28年度～32
年度）の策定を進めています。
　このたび、素案がまとまりましたので、市民の皆さんから本案に対するご意見を以下のとおり募集いた
します。
　計画（素案）は、総務課で閲覧できる他、各庁舎の地域振興課および由布市公式ホームページからもご
覧になれます。
●対象者　市内在住・在学・在勤の方および市内に事業所を持つ法人等
●意見提出方法
　平成28年１月８日㈮まで（必着）に、住所、氏名を記入のうえ、窓口へ提出・郵送・ＦＡＸまたは由布
市公式ホームページ専用フォームから総務課総務係まで。
●問い合わせ　総務課（庄内庁舎）　☎097−582−1111（内線210）

　大分県教育委員会では、県立学校および市町村立学校において事務および事務補助を行
う臨時事務員および非常勤職員の採用候補者名簿登録試験を実施します。
●募集期間　12月７日㈪～１月６日㈬　
●試験日　　１月30日㈯
※応募書式等は12月１日㈫から大分県教育委員会のホームページに掲載し、大分県教育庁

教育人事課や各教育事務所でも配布します。
●問い合わせ　大分県教育庁教育人事課　☎097−506−5518
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　平成28年度から軽自動車等の税率変更が行われます。
　変更される車種および税額は以下の通りです。

（１）原動機付自転車および二輪車等
車種区分

税率（年額）
現行（～ H27） 新税率（H28 ～）

原動機付
自転車

1 種 50cc 以下 1,000 円 2,000 円

2 種乙 50cc 超 90cc 以下 1,200 円 2,000 円

2 種甲 90cc 超 125cc 以下 1,600 円 2,400 円

ミニカー 2,500 円 3,700 円

小型特殊
農耕用 1,600 円 2,400 円

その他 4,700 円 5,900 円

小型二輪 250cc 超 4,000 円 6,000 円

軽二輪 125cc 超 250cc 以下 2,400 円 3,600 円

（２）軽四輪車等（三輪以上の軽自動車）
　初めて車両番号の指定を受けた年月により、現行税率、新税率、重課税率（平成28年度～）
のいずれかの税率になります。
　　　現行税率 … 平成27年３月31日までに新規検査を受けた車両で、新規検査から一定年数（13年）を経過するまで
　　　　　　　　  適用されます。
　　　新税率 ……  平成27年４月１日以降に新規検査を受ける車両で、新規検査から一定年数（13年）を経過するまで
　　　　　　　　  適用されます。　
　　　重課税率 … 平成28年度以降、新規検査から13年を経過した環境負荷の大きい自動車に対して、
　　　　　　　　  環境配慮型税制（おおむね20％増税）が実施されます。

車種区分
税率（年額）

現行税率
平成27年３月31日
までの新規登録車

新税率
平成27年４月１日
以降の新規登録車

重課税率
新規登録後13年超

軽 三 輪 3,100円 3,900円 4,600円

軽 四 輪
以 上

貨物
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

営業用 3,000円 3,800円 4,500円

乗用
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

営業用 5,500円 6,900円 8,200円

●廃車手続きはお済みですか
・原動機付自転車や軽自動車等に対する軽自動車税は、毎年４月1日現在で車両を所有（登

録）している場合に、年税額が課税されます。そのため、４月２日以降に廃車や名義変更を
されても、月割課税の制度はなく、その年度分の税金を納めていただくことになります。

・車等を廃棄処分されただけでは登録が残ることになります。すみやかに廃車手続きを行って
ください。知人等に譲渡した場合も名義の変更が必要です（手続きもれの場合は、前所有者
に納税通知書が送られます）。

●問い合わせ　税務課（庄内庁舎）
　☎097−582−1111（内線141）

●
物
品
・
委
託
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
は
、
３
月
15
日
ま
で
に

　
由
布
市
が
発
注
す
る
平
成
28
・
29
年
度
の
各
種
委
託
業
務
、
物
品
の
買
い
入
れ
、

製
造
の
請
負
（
工
事
を
除
く
）、
そ
の
他
の
契
約
に
係
る
競
争
入
札
へ
の
参
加
資
格

審
査
申
請
の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間　
２
月
１
日
㈪
～
３
月
15
日
㈫

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所　
契
約
管
理
課
（
庄
内
庁
舎
２
階
）

提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送
（
３
月
15
日
㈫
必
着
）

●
建
設
工
事
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
は
、
２
月
29
日
ま
で
に

　
由
布
市
が
発
注
す
る
平
成
28
・
29
年
度
の
建
設
工
事
お
よ
び
平
成
28
年
度
の
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等
の
契
約
に
係
る
競
争
入
札
へ
の
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受

け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
者
の
方
で
、
平
成
27
年
２
月
に
「
平
成
27
・

28
年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
提
出
し
て
い
る
場
合
、
今
回
の
申
請

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間　
建
設
工
事
（
県
内
業
者
）　
１
月
12
日
㈫
～
２
月
29
日
㈪

　
　
　
　
　
建
設
工
事
（
県
外
業
者
）　
２
月
１
日
㈪
～
２
月
29
日
㈪

　
　
　
　
　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等　
２
月
１
日
㈪
～
２
月
29
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

受
付
場
所　
契
約
管
理
課
（
庄
内
庁
舎
２
階
）

提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送
（
２
月
29
日
㈪
必
着
）

※
各
種
要
領
、
様
式
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
は
契
約
管
理
課
ま
で
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
お
渡
し
し
ま
す
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ト
ッ
プ
画
面
の 

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ ⇒

「
入
札
・
契
約
」⇒

「
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。

●
問
い
合
わ
せ　
契
約
管
理
課
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
１
１
１
（
内
線
２
４
５
）

　
高
額
介
護
合
算
療
養
費
と
は
、
毎
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
間
に
支
払
っ

た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ

の
超
え
た
額
に
つ
い
て
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
で
支
給
が
見
込
ま
れ
る
方
に
、
平
成
28
年
１
月
に
お
知
ら
せ
と
支
給
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。
支
給
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保
険
課
も
し
く
は
地
域
振
興
課

の
保
険
係
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

　
支
給
申
請
書・お
知
ら
せ
の
文
書・印
鑑・通
帳
等（
口
座
情
報
が
確
認
で
き
る
も
の
）・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー

ド
等
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
も
の
）

※
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が
、ご
本
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
証
明
書
（
運
転
免
許
証
等
）

●
問
い
合
わ
せ

　
保
険
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
（
内
線
３
３
４
）

　
大
分
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
９
７–

５
３
４–

１
７
７
１
（
代
表
）

軽
自
動
車
税
の
税
率（
年
額
）が
変
更
に
な
り
ま
す

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

お
知
ら
せ

高
額
介
護
合
算
療
養
費
の
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す

　
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
で
な
い
65
歳
以
上
の
方
で
、
心
身
の
状
態
が
由
布
市
の

定
め
る
基
準
に
当
て
は
ま
る
場
合
、
障
が
い
者
お
よ
び
特
別
障
が
い
者
に
準
ず
る
者

と
し
て
、
市
が
発
行
す
る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
で
本
人
・
配
偶
者
・
そ
の
他

の
扶
養
親
族
は
税
の
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
認
定
書
の
発
行
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
印
か
ん
を
持
参
の
上
、

福
祉
対
策
課
（
湯
布
院
庁
舎
）、
地
域
振
興
課
福
祉
対
策
係
（
挾
間
・
庄
内
庁
舎
）
の

窓
口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
受
付
後
は
、
審
査
し
認
定
の
可
否
を
決
定
し
て
、
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
対
策
課
障
害
福
祉
係
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７–

８
４–

３
１
１
１
（
内
線
３
１
６
）
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市政ニュース
　
こ
れ
ま
で
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
高

揚
を
目
的
に
、
市
民
の
方
を
対
象
に

牛
乳
パ
ッ
ク
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
へ
の
交
換
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
古
紙
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
市

民
生
活
に
定
着
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

一
般
向
け
の
交
換
を
今
年
度
い
っ
ぱ

い
で
終
了
し
ま
す
。

※
予
算
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
早
期

に
交
換
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
く

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
た
だ
し
、
環
境
教
育
の
観
点
か
ら
、
幼
稚
園
・
小

中
学
校
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
は
、
来
年
度
以

降
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

一
般
向
け
の
交
換
は
今
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
今
後
も
引
き
続
き
、
古
紙

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
、
交
換
事
業
の
規
模
縮
小
に
伴
い
、
平
成
28

年
度
か
ら
、
新
た
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
促
進
事
業

の
開
始
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

●
予
定
事
業
概
要

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
行
う
と
、
そ
の
人
数
に
応

じ
て
、
地
域
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
一
定
の
割
合

で
図
書
カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
（
限
度
額
あ
り
）
。

●
問
い
合
わ
せ　
環
境
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
５
２
４
）

●
水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ
に
は

●
蛇
口
を
〝
凍
結
防
止
用
コ
マ
〟
に
取
り
替
え
る
。

●
厚
手
の
布
や
市
販
の
保
温
材
な
ど
で
水
道
管
を

覆
い
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
く
。

な
ど
の
〝
冬
支
度
〟
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

●
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

　

凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に

タ
オ
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。

　

急
に
熱
い
お
湯
を
か
け
る

と
、
水
道
管
や
蛇
口
が
破
損
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
も
し
も
水
道
管
が
破
損
し
た
ら

　

水
道
管
な
ど
が
破
裂
し
た
と
き
は
、
止
水
栓

（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ
）
を
閉
め
、
す

ぐ
に
お
近
く
の
水
道
工
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
タ
ー
を
通
過
し
て
の
漏
水
や
そ
れ
に
伴
う
修

繕
費
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
水
道

管
や
メ
ー
タ
ー
の
点
検
を
行
い
、
凍
結
に
よ
る
被
害

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　
水
道
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－
５
８
３

－

１
１
１
１

　
地
域
振
興
課
水
道
係
（
庄
内
庁
舎
）

　
☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

　
水
道
課
湯
布
院
水
道
係
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

４
３
８
４

　

由
布
市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
環
境
基
本
計
画

（
こ
れ
か
ら
の
由
布
市
の
環
境
施
策
を
ま
と
め
た
計

画
書
）
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
審
議
会
な
ど
で
協
議
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
般
、
そ
の
原
案
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
計
画
書
を
公
開
し
、
広
く
市
民
や
関
係
者

の
か
た
が
た
に
ご
意
見
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
計
画
書
の
公
開
場
所

由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
窓
口
（
挾

間
・
庄
内
地
域
振
興
課
、
環
境
課
）

■
意
見
募
集
期
間
（
必
着
）

　
12
月
21
日
㈪
～
１
月
22
日
㈮

■
意
見
送
付
方
法

　
郵
送
、FAX

、E-m
ail

、
各
公
開
窓
口

※
意
見
書
の
様
式
は
、
由
布
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
各
公
開
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
〒
８
７
９

－

５
１
９
２

　
湯
布
院
町
川
上
３
７
３
８

－

１

　
環
境
課
（
湯
布
院
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１
（
内
線
５
２
４
）

　
FAX
０
９
７
７

－

８
５

－

３
１
５
８

　

kankyo@
city.yufu.oita.jp

　

由
布
市
防
災
ラ
ジ
オ
の

受
信
状
況
や
動
作
確
認
を

行
う
た
め
、
起
動
試
験
放

送
を
左
記
の
時
間
帯
で
実

施
し
ま
す
。

　

防
災
ラ
ジ
オ
の
電
源
の

確
認
と
、
受
信
状
態
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
試
験
放
送
日　
12
月
21
日
㈪ 

午
後
３
時
ご
ろ

　

こ
の
時
刻
に
な
り
ま
し
た
ら
、
防
災
ラ
ジ
オ
の

「
一
般
」
ラ
ン
プ
が
点
灯
す
る
と
と
も
に
、
各
家
庭

で
調
整
さ
れ
て
い
る
ボ
リ
ュ
ー
ム
音
量
で
試
験
電
文

が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
防
災
ラ
ジ
オ
設
置
に
つ
い
て
の
注
意
点

　

普
段
は
必
ず
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
の
プ
ラ
グ
を
ラ
ジ
オ

本
体
に
差
し
込
み
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
を
１
０
０
ボ
ル

ト
コ
ン
セ
ン
ト
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　

停
電
時
に
備
え
て
、
ア
ル
カ
リ
単
３
電
池
を
セ
ッ

ト
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ラ
ジ
オ
の
電
源
ボ
タ
ン
の
下
に
あ
る
「
圏
外
」
の

灯
り
が
い
つ
も
消
え
て
い
る
場
所
に
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

※
防
災
ラ
ジ
オ
で
は
通
常
の
「
ゆ
ふ
い
ん
ラ
ヂ
オ
」

局
の
放
送
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放
送
エ
リ

ア
に
つ
い
て
も
拡
大
中
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
試

聴
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

　

平
成
27
年
11
月
18
日
㈬
か
ら
、
平
成
28
年
度
保
育

所（
園
）４
月
入
所（
園
）の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
新
規
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請
を

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

受
付
期
間
が
12
月
18
日
㈮
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
お
忘
れ
の
無
い
よ
う
に
申
請
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
報
ゆ
ふ
11
月
号
の

13
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

　

子
育
て
支
援
課
（
湯
布
院
庁
舎
）　
　
　
　
　
　

☎
０
９
７
７

－

８
４

－

３
１
１
１

　

地
域
振
興
課　

子
育
て
支
援
係
（
庄
内
庁
舎
）　

☎
０
９
７

－

５
８
２

－

１
１
１
１

　

地
域
振
興
課　

子
育
て
支
援
係
（
挾
間
庁
舎
）　

☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
１
１
１

　
由
布
市
教
育
委
員
会
で

は
学
校
エ
コ
運
動
を
通
じ

て
、
環
境
教
育
の
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、『
由
布

市
子
ど
も
エ
コ
運
動
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
』
を
実
施
し

ま
し
た
。

 

「
環
境
」「
資
源
」「
省

エ
ネ
」「
も
っ
た
い
な
い
こ
と
」
な
ど
エ
コ
運
動
に
関

す
る
も
の
を
テ
ー
マ
に
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
応

募
者
の
中
か
ら
10
人
が
入
選
し
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀

　

ゴ
ミ
ひ
ろ
い

　
地
き
ゅ
う
が　
に
っ
こ
り
わ
ら
っ
て
る

　
由
布
川
小
学
校 

３
年
生　
　
古
田 

遼 

さ
ん

●
子
ど
も
エ
コ
運
動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者

賞

学
校

学
年

氏
名

最
優
秀

由
布
川
小
学
校

３
年
生

古  

田     

遼 

さ
ん

優

秀

東
庄
内
小
学
校

１
年
生

大
西 

虎
太
朗 

さ
ん

優

秀

由
布
川
小
学
校

１
年
生

安 

部  

佑 

飛 

さ
ん

優

秀

由
布
川
小
学
校

１
年
生

野 

村  

幸 

葉 

さ
ん

優

秀

由
布
院
小
学
校

３
年
生

近 

藤  

聖 

華 

さ
ん

優

秀

阿
南
小
学
校

４
年
生

永 

松  

嵩 

浩 

さ
ん

優

秀

川
西
小
学
校

４
年
生

藥
師
寺 

泰
世 

さ
ん

優

秀

由
布
川
小
学
校

６
年
生

吉 

倉  

亜 

弥 

さ
ん

優

秀

由
布
院
小
学
校

６
年
生

吉
村 

日
菜
子 

さ
ん

優

秀

挾
間
中
学
校

３
年
生

西  

﨑     

匠 

さ
ん

　
平
成
26
年
５
月
か
ら
12
回
の

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
由
布

市
水
道
事
業
運
営
協
議
会
か
ら

「
今
後
の
施
設
整
備
や
維
持
管

理
等
を
考
え
た
と
き
に
、
安

全
・
安
心
な
水
を
安
定
的
に
供

給
す
る
と
い
う
水
道
事
業
の
責

務
を
果
た
せ
な
く
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
料
金
の
改

定
は
や
む
を
得
な
い
」
と
の
答

申
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
い
っ
ぱ
い
で
一
般
向
け

牛
乳
パ
ッ
ク
の
交
換
が
終
了
し
ま
す

水
道
管
に
早
め
の
冬
支
度
を
！

環
境
基
本
計
画（
案
）へ
の
意
見
の
募
集

に
つ
い
て
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

試
験
放
送
の
お
知
ら
せ

平
成
28
年
度

保
育
所（
園
）４
月
入
所（
園
）の
ご
案
内

平
成
27
年
度

子
ど
も
エ
コ
運
動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て

10
月
30
日
市
長
に
答
申

▲最優秀を受賞した古田遼さん（左）
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おばらコミュニティ
案山子祭

第２０回
かわにし文化収穫祭

　11月8日、小原自治区
内国道210号線沿いの畑で「案山子
祭」が開催されました。昨年度から取
り組んでいる由布コミュニティ（地域
の底力再生）事業の一環として、自治
区で耕作放棄地を借り上げて、コスモ
スを植え、案山子を飾り、通過する方
をおもてなししました。祭り当日は、
地区内外から約300人の方が訪ずれ、
盛大なお祭りとなりました。

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

第３４回
由布市庄内町ふるさと祭り

第４０回
湯の里ふれあいまつり

　11月２日から３日までの２日間、庄内総合運動公園多目
的広場で「第３４回庄内町ふるさと祭り」が開催されまし
た。今年は由布市制施行10周年を記念した特別日程。ス
テージイベントでは舞踊やカラオケ大会、コンサート等が
行われ、初日の最後は花火大会で締めくくりました。２日目には、お楽しみ抽選
会も実施。参加者からは、抽選の当たりを願う声が湧き上がり大盛況。また市内
の特産品をはじめ、多くの屋台などの出店もあり、訪れた人々はさまざまなイベ
ントを楽しみ、ふるさとの味を堪能する２日間となりました。

　11月１日、湯布院町の湯平地区公
民館で「第40回湯の里ふれあいまつ
り」が開催されました。１年間の学習
の成果を発表する場ともなっており、
大正琴や踊り、一輪車やソーラン節、
カラオケの発表をはじめ、毛筆や盆栽
などの作品も展示されました。地区の
皆さんが一堂に会し、絆を深めた楽し
い１日となりました。

第４８回
湯布院公民館まつり
　11月７日から８日までの２日間、
「第48回湯布院公民館まつり」が開
催されました。ステージでは、英語の
発表や日本舞踊、ゆふ大学による唱歌
などの発表があり、各スペースには菊
や編み物、書道などの展示がありまし
た。また、２日間ともにお楽しみ抽選
会が行われ、会場は大いに盛り上がり
ました。

伝統の舞に酔いしれた！庄内神楽祭り 第30回 はさまきちょくれ祭り２０１5
　11月２日から３日までの間、ダイドードリンコ後援のもと「第26回庄内神楽祭り」が庄内総合運
動公園神楽殿で開催されました。今年は、由布市制施行10周年を記念した豪華な２日間の日程。初
日は、由布院神楽保存会による「大蛇退治」ではじまり、実際に使用する衣装を身に着け一連の動
きを体験できる「神楽体験」なども行われ、盛況のうちに終了しました。２日目は、恒例の神楽ば
やし愛好会による「神楽ばやし」からス
タートし、市内の神楽団体や熊本、福岡
の神楽団体、保育園など計19団体が競演。
そのすばらしい舞で集まった約5,000人
（２日間計6,000人）を魅了しました。観
客席からは「神楽最高！」という歓声もあ
がり、演者と観客が一体となって、神楽を
堪能する２日間となりました。

ボランティアの皆さんに感謝！
　㈱大分建物管理・庄内町職員 OB 会を
はじめ多くの団体・個人の皆さんが、祭
りのために庄内総合運動公園などのトイ
レの清掃を行ってくださいました。皆さ
んのおかげで、無事に祭りを終了するこ
とができました。ありがとうございます。

　11月14日、15日の２日間、「第30回はさまきちょくれ祭り2015」が
中洲賀グラウンドで開催されました。司会は今年も、首藤健二郎さんと志
賀江梨子さんが務め、軽快なトークで祭りを盛り上げてくれました。
　オープニングを、はさま保育園の園児によるわんぱく太鼓が飾り、陣屋
太鼓・神楽と続き大いに会場を沸かせ、途中から降り出した雨にも負けず
バトンなどの子どもたちによるダンスが会場をさらに盛り上げました。２

日目は天気も回復し、去年中止だったこども相撲大
会が復活。熱戦が繰り広げられました。ステージで
は文化協会による芸能や挾間町出身の演歌歌手大沢
あすかさん、由布市職員演劇クラブが会場を魅了しました。２日間を通じて、
さまざまなイベントや農産物の直売、やせうまの無料配布など今年も多くの
お客さんで賑わった祭りとなりました。

第３０回はさまきちょくれ祭り幕開け！ やせうまの無料配布には長蛇の列！

▲熱戦が続いた、こども相撲！

雨の中、華麗なダンスを披露！

　11月１日、湯布院町の川西農村健
康交流センターで「第20回かわにし
文化収穫祭」が行われました。当日は、
民踊やカラオケなどの文化芸能発表会、
竹かごや陶芸などの作品展示、野菜市
場、食市場、川西小PTAバザーなどが
催され、多くの人々が参加。毎年恒例
の新米のつかみ取りでは、行列ができ
るほど賑わいをみせました。
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ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　11月２日、湯布院町の特別養護老人ホーム「白
心荘」を首藤市長が訪れ、100歳を迎える岡嶋ナ
ツ子さんをお祝いしました。首藤市長から記念品
を受け取った岡嶋さんは「ありがとう」と喜んだ
様子。岡嶋さんは九重町田野生まれで、農業をし
ながら７人の子どもを育ててきました。長寿の秘
訣は、「正直に生きること」だそうです。100歳
おめでとうございます。

１
０
０
歳
を
祝
っ
て

　11月17日、100歳を迎える二宮千寿子さんを
お祝いするため、挾間町の「健寿荘」を首藤市長
が訪れました。明るくほがらかな性格で、民謡や
詩吟など歌うことが大好きな二宮さん。この日は
入所者の皆さんからの歌のプレゼントに少しはに
かんだ様子でした。長寿の秘訣は好き嫌いせず、
腹八分を心掛けることだそうです。100歳おめで
とうございます。

長
寿

長 年 の 功 績 を た た え て 〜叙勲・褒章を受けられた方を紹介します〜

瑞宝双光章 保健衛生功労
眞野 勇夫さん（66）
＝湯布院町・川北＝
 「患者の立場に立って考え
る」。この言葉を胸に40年間
の長きにわたり診療放射線
業務に精励された眞野さん。
平成12年には湯布院厚生年

金病院（現：湯布院病院）の放射線技師長として地域
医療と地域住民の健康増進に貢献する傍ら、㈳大分
県放射線技師会役員として公益事業に尽力され、この
活動は次の世代へと引き継がれています。現在は、生
ごみを堆肥にするなど循環型の環境にあった野菜作り
に夢中だそうです。受章おめでとうございます。

藍綬褒章 消防功績
甲斐　敦さん（58）
＝挾間町・田代＝
　消防や防災活動などを通
して現在も現場の最前線で
ご活躍の甲斐敦さん。昭和
５４年に入団し、持ち前の強
い責任感と使命感で地域の

防災活動、火災の予防鎮圧にあたるとともに、団員の
指導育成、消防技術の向上に尽力されています。町内
で発生した行方不明者の捜索事案では、夜間召集に
も関わらず迅速な行動と的確な指示で無事行方不明
者を発見。甲斐さんの豊富な経験と統率力が早期発
見へと導いた事案のひとつとなりました。受章おめで
とうございます。

瑞宝小綬章 教育功労
寺下 楢一さん（74）
＝挾間町・古野＝
　寺下楢一さんは、昭和39
年に大分県立鶴崎工業高校
の教諭として教壇に立ち、
以降、大分県教育庁指導主
事、大分県立津久見高校、大

分県立大分工業高校等の校長など歴任。常に生徒の
気持ちに寄り添った教育を心掛けてきたそうです。特
に、情報科学高校新設に携わり、基本計画をはじめ教
育課程、校舎設計の原案を作成するなど、職業高校の
発展に尽力されました。野球チームで活躍するなどス
ポーツが大好きで、今でも毎朝５ｋｍのジョギングは
欠かさないそうです。受章おめでとうございます。

瑞宝単光章 警察功労
佐藤　薫さん（71）
＝湯布院町・川西＝
　佐藤薫さんは、昭和44年
から平成16年までの35年
間、警察官として地域の安全
と秩序を守り活躍しました。
国東署勤務時代には事件の

情報を徹底して収集し、犯人の検挙に尽力した佐藤さ
ん。その功績が評価され、大分県知事表彰や県警本
部賞誉を受賞されました。仕事を行う上では、健康管
理を徹底しいつでも地域のために動ける準備をしてい
たそうです。受章について「35年間働いた証であり、
宝物。今後も地域に対して恥がないような生活を送っ
ていきたい」と話してくれました。受章おめでとうござ
います。

旭日双光章 地方自治功労
江藤 清志さん（77）
＝庄内町・高岡＝
　江藤清志さんは、平成７年
から平成２６年までの間、大
分県議会議員として４期に渡
り県政に携わり地域に貢献
しました。当時は、地方分権

の推進や平成の大合併の実施などに伴うさまざまな
問題を、行政改革を主体として解決に取り組んだ江藤
さん。現在も由布市老連庄内支部会長をはじめさま
ざまな分野で活躍中です。今後は「今回の受章を契機
に、地域づくり、まちづくりを通して恩返しをしたい」
と話してくれました。受章おめでとうございます。

藍綬褒章 消防功績
工藤 和美さん（61）
＝庄内町・高岡＝
　工藤和美さんは昭和54年
に消防団に入団し、現在に至
るまでの37年間、防災活動
や火災予防などを通して、地
域の安全を守っています。平

成19年の台風の大雨の際には、災害現場へいち早く
駆けつけ応急対策の指揮や消防活動に徹した工藤さ
ん。分団長に就任後は、団員の資質の向上のための指
導や担当地域に自主防災組織を立ち上げ、防災訓練、
防災マップの作成による防災思想の普及も行っていま
す。受章、本当におめでとうございます。

瑞宝単光章 消防功労
今吉 勝義さん（75）
＝湯布院町・川上＝
　昭和40年に湯布院消防団
に入団以来４１年の永きにわ
たり消防活動に尽力され、消
防施設および資材・機械器
具の整備充実並びに消防施

設の普及徹底に努め、消防小型動力ポンプ付積載車
購入や、格納庫詰所の建築に貢献され、現在の消防団
の機動力の整備を行ってきた今吉さん。また、46年に
わたり交通指導員として地域の交通安全指導を行い、
交通事故防止に積極的に取り組むなど地域の安心・
安全を守るためご活躍されてきました。この度の受章
おめでとうございます。

黄綬褒章 業務精励（農林業）
後藤文生さん（72）
＝庄内町・西＝
　後藤文生さんは高校を卒
業後、家業の椎茸作りを継
いで現在で54年目。「朝か
ら晩まで椎茸作りのことを考
え、管理の徹底に努めてい

る」と椎茸栽培に対する強い思いを話してくれました。
後藤さんは、この54年間で林野庁長官賞や農林水産
大臣賞を複数回受賞し、その栽培技術などが今回評
価されました。受章に対して「まだ実感はわかないが、
夢のようでうれしい。今後も椎茸作りを頑張っていき
たい」と笑顔で話してくれた後藤さん。本当におめでと
うございます。

　11月３日、庄内町大龍の小野幸男さん・
眞喜子さん夫妻が大分県教育功労者表彰（学
校支援関係）を受賞し、首藤市長に報告を
行いました。学校の支援について功績の顕著
な方に送られる賞で、小野さん夫妻は昭和
55年から現在まで、東庄内小学校を中心に
年１回国際文化交流会のため講師等の紹介
や、積極的に子どもたちの国際交流支援に貢
献。「次の世代へ引き継いでいけるようさら
なる発展
を目指し
ます」と
話してく
れました。

地
域
の
国
際
交
流
に
貢
献

受
賞

　11月８日、湯布院町で「おもてなし伝承
フォーラム」が開催されました。これはまち
づくりの知恵や思いを受け継ぐ伝承師を養成
するもので、今回はまちの風景や風情といっ
た「よそおい」がテーマ。参加者は座談会で
農村景観や自然との共生について話し合った
あと、実際に町内津江の田んぼで藁こずみを
制作しま
した。秋
晴れのも
と、笑い
声あふれ
る学びの
場となり
ました。

お
も
て
な
し
の
心

伝
承
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県レディースソフトボール大会で準優勝！
　10月25日、「県レディースソフトボール大
会」が開催され、湯布院女子ソフトボールクラ
ブが準優勝しました。

第27回挾間町自治区対抗
ミニバレーボール大会
　11月８日、「第27回挾間町自治区対抗ミニバ
レーボール大会」が、11チーム111人の参加の
もと、挾間体育センターで行われました。
　結果は次のと
おりです。
◆優　勝
　上市チーム
　準優勝
　古野郷チーム

第19回湯布院町秋季バドミントン大会
　11月10日から12日までの３日間、「第19回湯
布院町秋季バドミントン大会」が湯布院B&G海
洋センター体育館で開催され、11チーム90人が
参加しました。結果
は次のとおりです。
◆団体戦
　優勝：チャレンジ
◆個人戦
　優勝：坂本・姫見ペア

最終節にみせた！勝利を掴む攻撃力
　11 月 15 日、ファジアーノ岡山ネクスト戦がホームで行われました。今シーズン
最後の試合を勝利で飾りたいヴェルスパは前半から猛攻を仕掛けます。前半 15 分、
18 分と立て続けに得点を奪い後半へ。後半はファジアーノ岡山がシュート数で上回
るものの、ヴェルスパは堅守を見せ得点を許しません。ヴェルスパがさらに追加点を決め、３－０で試合終了。
来シーズンではこの得点力を発揮し勝利を目指して、頑張れ！ヴェルスパ！

　10月25日、挾
間中学校武道場で
「第10回クラブ
地区対抗由布市親
善柔道大会」が開
催されました。由
布市内および近隣
市町のクラブに所
属する小学生から
社会人まで約100
人の選手たちが白熱した試合を展開しました。
　結果は以下のとおり
●団体の部　優勝　　尚武館田崎道場
●個人の部
　小学１・２年生の部　優勝 坂口怜生（尚武館田崎道場）
　小学３・４年生の部　優勝 三浦小暖（尚武館田崎道場）
　小学５・６年生男子の部　優勝 平山知寛（尚武館田崎道場）
　小学５・６年生女子の部　優勝 髙野成葉（練徳館道場）
　中学生男子の部　優勝 田中蓮（尚武館田崎道場）

ゆーふー主任のまちかどズームアップ

白
熱
の
試
合
！

大
会

戸
締
り
用
心
！
火
の
用
心
！

　11月10日、ひばり保育園に通う４歳か
ら５歳までの児童約50人による火災予防パ
レードが行われました。おそろいの法被に拍
子木を持ち、パレードは庄内庁舎を出発。Ｊ
Ａ大分庄内支店や小野屋商店街などを巡り行
われ、子どもたちの元気な「火の用～心」の
掛け声が響き渡りました。空気が乾燥するこ
の時季、地元の人たちに火災予防に対する意
識の向上を促すいい活動になりました。

予
防

　11月８日、東庄内小学校グラウンドで
「第２回大龍東部一区班対抗スポーツ大会」
が行われました。当日は秋晴れのもと、グラ
ウンドゴルフを通じて、健康増進・体力向上
を図るとともに親睦を深めました。競技終了
後は自治区公民館に場所を移し、懇親会が行
われ、ホールインワン賞などの表彰がありま
した。ス
ポーツの
交流を通
じて明る
い自治区
づくりを
目指して
います。

体
力
向
上
・
相
互
協
力
を

目
指
し
て

交
流

暴
力
絶
滅
に
向
け
た

広
報
啓
発
活
動

活
動

県内一周駅伝大会（連載第８回） ～駅伝の冬到来～
　隔週で行っていた練習会は12月で終了し、１月から
は出走選手候補者が集まり、毎週練習会を行います。
●12月練習会のお知らせ
　日時：第２・４土曜日の午前６時30分から
　場所：挾間多目的公園（挾間町同尻自治区内）ほか
●問い合わせ
　由布市体育協会事務局（スポーツ振興課内）
　☎0977－84－3111（内線552） 

挾間町体育協会主催

湯布院町体育協会主催

頑張れ！

ヴェルスパ大分！

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

　12月に選手（35人以内）の予備申し込みを提出したの
ち、１月から行う毎週の練習会を通じて最終的に出走選手
と控え選手を決めていきます。

もっと知ろう！県内一周駅伝大会
▲準優勝した湯布院女子ソフトボールクラブ

優勝した上市チーム▶

第８回由布市スポーツ・レクリエーション大会
　10月18日、「第８回由布市スポーツ・レクリエーショ
ン大会」が庄内総合運動公園を中心に開催されました。
当日は、グラウンドゴルフ競技、ミニバレーボール競技、
ペタンク競技が行われました。
◆グラウンドゴルフ競技結果　

個人の部（敬称略） 団体の部
順位 氏名 地　区 打点 順位 地　区 打点
１位 宮 迫 　 智 柿原Ａ 32 １位 柿 原 Ｂ 251
２位 岩下 留理子 中　依 36 ２位 古野郷Ｂ 253

◆ミニバレーボールＡブロック競技結果 ◆ペタンク競技結果　
順位 チーム名 順位 チーム名
１位 Ｍ・Ｖ・Ｃ １位 小原Ｂ
２位 ジョイはぴ ２位 高津透内

紀の国わかやま国体
　９月27日から29日までの３日間、「2015紀の国わか
やま国体なぎなた競技」が和歌山県で開催されました。
福徳学院高等学校３年生園
田茉央（庄内中学校・由布
市なぎなたクラブ出身）さ
んが、なぎなた競技に出場
し団体５位入賞と、見事好
成績をおさめました。

 10月４日、庄内町のほのぼのプラザで「第
24回由布市囲碁神社杯囲碁大会」が開催さ
れました。当日は61人の囲碁ファンが参加。
対局は３段以上のA、Bパートと２段以下のC、
Dパート、１級以下のEパートに分かれて行わ
れました。由布市からは、三ヶ尻亨さん（Ｂ
パート・優勝）、田松憲治さん（Ｃパート・準優
勝）、木本忠美さん（Ｅパート・優勝）、得丸美
智子さん（Ｅパート・準優勝）が入賞しました。

第
24
回
由
布
市
囲
碁
神
社
杯

囲
碁
大
会
開
催

大
会

女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
を
実
施
！

　11月24日、市内３ヵ所のスーパーで「女
性に対する暴力をなくす運動」にかかる啓発
活動が行われました。これは11月12日から
25日までの２週間を同運動期間に定め、全
国で実施されるものです。当日は、市男女
共同参画審議会委員や市女性団体連絡協議会
の皆さんと市が協力して、チラシなどを配布。
女性に対する暴力の撤廃を呼びかけました。

啓
発

大分県ソフトボール協会主催

　11月３日に開催された第26回庄内神楽祭
り・第34回庄内町ふるさと祭りで、「由布市
暴力絶滅対策協議会」が暴力絶滅に向けて広
報啓発活動を行いました。会場では、大分
県警のマスコットキャラクター（ピンキーくん・
ローラーちゃん）ら総勢15人で、ポケットティッ
シュなどを配布し、暴力絶滅、詐欺被害防止、
交通事故防止を呼びかけました。また、会場
には大分県警の交通安全教育車（セーフティぶ
んご）も来場し、訪れた観客は安全運転教育
車による安全運転を体験しました。
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ノロウイルスによる感染について

ノロウイルスによる食中毒予防のポイント

ノロウイルスの感染を広げないために

●普段から感染しないように食べ物や家族の
健康状態に注意する。

●症状があるときは、食品を
直接扱う作業をしない。

●症状があるときに、すぐに
責任者に報告する仕組みを
つくる。

●感染者が使ったり、おう吐物が付いたものは、他のものと
分けて洗浄・消毒します。

●食器等は、食後すぐ、厨房に戻す前に塩素消毒液に十分浸
し、消毒します。

●カーテン、衣類、ドアノブなども塩素消毒液などで消毒し
ます。

※次亜塩素酸ナトリウムは金属腐食性があります。金属部
（ドアノブなど）消毒後は十分に薬剤を拭き取りましょう。

●洗濯するときは、洗剤を入れた水の中で静かにもみ洗い
し、十分すすぎます。

※85℃で１分間以上熱水洗濯や、塩素消毒液による消毒が
有効です。

※高温の乾燥機などを使用すると、殺菌効果は高まります。

●洗うタイミングは、
　◎トイレに行ったあと
　◎調理施設に入る前
　◎料理の盛り付けの前
　◎次の調理作業に入る前
●汚れの残りやすいところをていねいに
　◎指先、指の間、爪の間
　◎親指の周り、手首、手の甲

●患者のおう吐物やおむつなどは、次のような方法で、すみ
やかに処理し、二次感染を防止しましょう。ノロウイルス
は、乾燥すると空気中に漂い、口に入って感染することが
あります。

※使い捨てマスクやガウン、手袋などを着用します。
※ペーパータオル等で静かに拭き取り、塩素消毒後、水拭き

をします。
※拭き取ったおう吐物や手袋などは、ビニール袋に密閉

して破棄します。その際、できればビニール袋の中で
1000ppmの塩素消毒液に浸します。

※しぶきなどを吸い込まないようにします。
※終わったら、ていねいに手を洗います。

洗剤などで十分に洗浄し、
熱湯で加熱する方法または
これと同等の効果を有する
方法で消毒
する。

調理する人の 健康管理

食器・環境・
リネン類などの 消毒

食器・カーテン
などの

消毒や拭き取り

濃度200ppm
水500mlに塩素系漂白剤2ml

（ペットボトルのキャップで約半分）

おう吐物
などの
処理・廃棄

濃度1000ppm
水500mlに塩素系漂白剤10ml
（ペットボトルのキャップで２杯）

作業前などの 手洗い

おう吐物などの 処理

調理器具の 消毒

健康ナビ

休日当番医

献血にご協力をお願いします
　湯布院ロータリークラブのご協力により、下記のとおり実施
します。寒さも厳しく多忙の折ですが、皆さ
んのご協力をお願いします。
●湯布院庁舎　
　12月25日㈮ 午前10時～午後１時
●湯布院病院
　12月25日㈮ 午後２時30分～午後4時30分
●問い合わせ　大分県赤十字血液センター
　☎097－547－1154

健康カレンダー

心の相談

■ 内科・外科医

12/13 (挾)森本整形外科クリニック 097-586-3700
12/20 (湯)岩男病院 0977-84-3101
12/23 (庄)佐藤医院 097-582-3131
12/27 (挾)川崎内科 097-583-5211
12/29 (挾)ひろたクリニック 097-583-5777
12/30 (挾)ごとう医院 097-540-7800
12/31 (挾)何松内科循環器科 097-583-1131
1/ 1 (湯)日野病院 0977-84-2181
1/ 2 (挾)さとう消化器・大腸肛門クリニック 097-583-8050
1/ 3 (湯)秋吉医院 0977-86-2241
1/10 (湯)ＪＣＨＯ湯布院病院 0977-84-3171
1/11 (庄)宮崎医院 097-582-0345

■ 歯科医

12/13 (挾)吉村歯科クリニック 097-586-3081
1/10 (庄)小野歯科医院 097-582-2200

■ 挾間 挾間健康センター

12/16㈬ １０～１１ヵ月児健診 13：15～受付

ちびっこ広場 （９：30～11：30 挾間健康センター）
12月11日・18日、１月８日・15日

■ 庄内 庄内保健センター

1/15㈮ 幼児健診 13：00～受付

●中部保健所由布保健部
　☎097-582 -0660　※要予約
　12月25日㈮・1月22日㈮
　午前10時～正午
●庄内保健センター　
　☎097-582 -1111(内線501)　※要予約
　１月８日㈮	 面談：午後１時～午後２時30分
　電話：午後３時～午後４時30分

ノロウイルスによる食中毒
冬に多発しています!!

●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）　☎0977–84–3111（内線365）

感染経路
●食品からの感染
　・感染した人が調理などをして汚染された食品
　・ウイルスの蓄積した、加熱不十分な二枚貝など
●人からの感染
　・患者のふん便やおう吐物からの二次感染
　・家庭や施設内などでの飛沫などによる感染

症状
●潜伏時間
　感染から発症まで24～48時間
●主な症状
・吐き気、おう吐、下痢、腹痛、微熱が１～２日続く。感染しても症状のな

い場合や、軽い風邪のような症状のこともある。
・乳幼児や高齢者は、おう吐物を吸い込むことによる肺炎や窒息にも注意。

湯布院健康温泉館
（クアージュゆふいん）

年末年始のお知らせ

水中運動教室
年末のお知らせ

次亜塩素酸ナトリウムを水で薄めて「塩素消毒液」を作ります。なお、家庭用の次亜塩素酸ナトリウムを含む
「塩素系漂白剤」でも代用できます。
※漂白剤の中には「酸素系漂白剤」もありますがこれは効果がありません。

塩素消毒液

　ちびっこ広場でクリスマス会を開催します。
　楽しい内容を企画していますので、ぜひご参加ください。

●日にち　12月18日㈮
●場所　挾間健康センター
●時間　午前 9時30分～　ちびっこ広場スタート
　　　　午前10時50分～　クリスマス会スタート
●問い合わせ　挾間健康センター
　☎097－583－1111（内線2125）

　健康温泉館の年末年始期間中の営業
日・時間が次のように変更となります。
なお、12月29日㈫、30日㈬は通常どお
り営業します。

　水中運動教室は次の日程でお休みします（健康温泉館は通常
どおり営業しています）。

●問い合わせ　湯布院健康温泉館　クアージュゆふいん
　　　　　　　☎0977－84－4881

休館日

水中運動
教室お休み

１月１日（元旦）

12月23日㈬・12月30日㈬

営業時間の
変更

12月31日㈭・１月２日㈯・１月３日㈰
午前10時～午後５時まで（受付は午後４時30
分まで）

平成27年度 健康マイレージ
応募期間のお知らせ（予告）

　今年度の応募期間は平成28年１月18日㈪～３月４日㈮と
なっています。１万ポイントを１口としてご応募下さい。詳細
は市報１月号に掲載いたします。
●問い合わせ　健康増進課（湯布院庁舎）　
　　　　　　　☎0977－84－3111（内線361）
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12月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

1月の休館日　１日㈮～４日㈪・11日㈷・
18日㈪・25日㈪・26日㈫
◆年末年始　12月28日㈪～１月４日㈪

『凍り野菜レシピ』
是友　麻希　著

一般　596.3／コ

『永遠の０』
　東宝

　AV　778.1／エ

『中国語で案内する日本』
塚本　慶一　他　著
一般　827.8／ツ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!

新着図書一覧 〜新着図書の一部を紹介します〜
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一般 293.4 オ ドイツ・クリスマスマーケット案内

挾　
間

郷土 H360 オ 大分共和国のオキテ100カ条
一般 317.6 ウ マイナンバー国家改造計画 健康 S493.7 ア 魅力あふれる認知症カフェの始め方・続け方
一般 480.4 タ 動物のいのちを考える 健康 S498.5 イ 管理栄養士が考えたシニア夫婦のおいしい一汁二菜
一般 913.6 ア わが心のジェニファー くらし 596.6 オ 飛田和緒さんが習ったとびきりおいしいママのお菓子
一般 914.6 ソ 人は怖くて嘘をつく 子育て 598.2 オ ダンナのための妊娠出産読本 －嫁ハンをいたわってやりたい－
文庫本 B913.6 イ 一流の客　（立場茶屋おりき ２２） 絵本 E プ プリンちゃんとブラウニーとうさん
趣味娯楽 Ｐ 772.1 オ 娘になった妻、のぶ代へ　－大山のぶ代「認知症」介護日記－ 絵本 Ｅボ ぼくらちきゅうじんだいひょう！
湾曲 159 ウ 好奇心を “天職” に変える空想教室 しらべ学 779 ユ マジック　プロの秘密　－キミにも、できる！—
ヤング Y913.6 ニ 美少年探偵団 児童 913 タ ニレの木広場のモモモ館

庄
内

一般 188.5 ク 空海 湯
布
院

一般 365.3 ウ あなたの空き家問題
一般 726.1 タ ひとりぐらしも何年め ? 一般 756.6 ウ 世界の刀剣歴史図鑑
一般 913.6 ハ 感情８号線 北側窓 007.6 デ できるWindows10　活用編	

きど ゆういち

たかお ゆうこ
よしなが こうたく

高楼 方子
上田 真一

ハービー・J.S.ウィザーズ

湯布院図書館 庄内図書館 由布市立図書館

DEAR
図書館だより

—2015.12—

　野菜を切って生
のまま冷凍するだ
けで、うま味が凝
縮されたり時短に
なったりと好いと
こ取りの調理法で
す。ぜひお試しく
ださい。

　中国人観光客へ
のいろいろな場面
での説明に役立つ、
働く方におすすめ
の一冊です。ぜひ
ご覧ください。

　零戦パイロット
の祖父がいること
を知った、健太郎。
祖父のことを調べ
るうちに知る真実
とは。戦後７０年
の今年、ぜひ見て
ほしい作品です。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火〜金 午前10時〜午後６時／土・日 午前10時〜午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火〜日 午前９時〜午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火〜金 午前10時〜午後６時／土・日 午前10時〜午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

梅屋 真一郎
高槻 成紀
浅田 次郎
曽野 綾子

今井 絵美子

植松 努
西尾 維新

高村 薫
たかぎ なおこ

畑野 智美

お
は
な
し
会

●
由
布
市
立
図
書
館

　
〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
12
月
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日
㈬
・
1
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日
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●
庄
内
図
書
館

　
〈
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月
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1
月
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㈰

●
湯
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書
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〈
毎
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第
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1
月
7
日
㈭

12
月
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マ
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12
月
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示
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し
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ス 

ｖｅｒ
」

　

１
年
で
一
番
ワ
ク
ワ
ク
す
る
時

期
に
な
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ま
し
た
♪
図
書
館
で
も

ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
盛
り
上
げ
る

た
め
、
と
っ
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お
き
の
し
か
け
絵

本
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し
て
い
ま
す
。
大
人
も

子
ど
も
も
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
☆　
　

 

※
12
月
27
日
㈰
ま
で

由
布
市
立
図
書
館 

期
間
限
定
特
別
コ
ー
ナ
ー

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本
と
紙
芝
居
」

＆
「
お
正
月
の
料
理
本
」

　

由
布
市
立
図
書
館
に
12
月
限
定
の

特
別
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
と
紙
芝
居

　
３
階
「
こ
ど
も
の
く
に
」
入
り
口

●
お
正
月
の
料
理
本

　
３
階
く
ら
し
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由
布
市
立
図
書
館・庄
内
図
書
館・湯
布
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図
書
館

年
末
年
始
の
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　
12
月
28
日
㈪
～
１
月
４
日
㈪

●
返
却
日
が
過
ぎ
た
本
を
お
持
ち
の

方
は
、
12
月
27
日
㈰
ま
で
に
必
ず

ご
返
却
く
だ
さ
い
。

●
休
館
中
に
本
を
返
却
さ
れ
る
場
合

は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
（
大
分
県
立
図
書
館
な
ど

他
館
の
本
・
紙
芝
居
・
付
録
の
Ｃ

Ｄ
類
・
雑
誌
の
返
却
は
で
き
ま
せ

ん
）。
庄
内
図
書
館
・
湯
布
院
図
書

館
は
、
年
末
年
始
の
間
、
ブ
ッ
ク

ポ
ス
ト
の
ご
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
（
蔵

書
検
索
・
予
約
・
ご
利
用
状
況
参

照
な
ど
）
は
、
通
常
通
り
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
。

　
来
年
１
月
５
日
㈫
か
ら
開
館
し
ま
す
。

期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

く ら し インフォメーション

相
談

人
権
な
ん
で
も
相
談
所
開
設

　
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料

●
日
時　
12
月
17
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　
庄
内
公
民
館

●
内
容　
差
別
、
虐
待
、
セ
ク
ハ
ラ
、

い
じ
め
を
受
け
た
な
ど
。

問
大
分
地
方
法
務
局

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

３
３
６
８

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
い
じ
め
・
嫌

が
ら
せ
」
年
末
集
中
労
働
相
談
会

　
職
場
の
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
秘
密
厳
守
・
相
談
無

料
・
予
約
不
要
で
す
。

●
日
時　
12
月
17
日
㈭
～
20
日
㈰

●
会
場　
県
庁
舎
本
階
７
階
労
政
福
祉
課

●
時
間　
17
日
㈭
・
18
日
㈮

　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　
　
19
日
㈯
・
20
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
７
時

※
当
日
は
電
話
相
談
も
可
能
で
す
。

●
固
定
電
話
専
用

　
☎
０
１
２
０

－
６
０
１

－

５
４
０

●
携
帯
・
ス
マ
ホ
・
公
衆
電
話

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

３
０
４
０

問
大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

３
０
４
０

●
定
員　
30
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
０
９
７

－
５
０
７

－

０
６
９
６

大
分
県
立
大
分
高
等

技
術
専
門
校
生
徒
募
集

●
内
容　
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
知

識
・
技
能
を
１
年
間
ま
た
は
２
年
間

で
習
得
（
寮
あ
り
）

●
申
込
期
間　
12
月
25
日
㈮
ま
で

●
訓
練
期
間　
平
成
28
年
４
月
12
日
～

 

（
１
年
間
、
ま
た
は
２
年
間
）

●
対
象　
離
転
職
者
（
18
～
39
歳
）
、

新
規
高
等
学
校
卒
業
見
込
者
な
ど

申
込
・
問
大
分
県
立
大
分
高
等
技
術
専

門
校
（
大
分
市
下
宗
方
）

　
☎
０
９
７

－

５
４
２

－

３
４
１
１

大
分
県
立
盲
学
校
幼
稚
部

入
学
者
募
集

●
対
象　
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児

　
大
分
県
内
に
在
住
し
、
平
成
22
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
25
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

●
出
願
期
間

　
１
月
12
日
㈫
～
１
月
22
日
㈮

●
入
学
希
望
者
面
談

　
１
月
25
日
㈪
～
１
月
28
日
㈭

●
入
学
予
定
者
発
表

　
１
月
29
日
㈮
発
送

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
盲
学
校

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

２
６
３
６

お
知
ら
せ

１
月
10
日
は「
１
１
０
番
の
日
」

そ
の
１
１
０
番
、
本
当
に
緊
急
で
す
か
？

　
１
１
０
番
は
事
件
事
故
専
用
の
緊
急

ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。
不
要
不
急
の
通
報
が

増
え
る
と
、
本
当
に
緊
急
な
事
件
事
故

へ
の
対
応
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
相
談
・
要
望
等
は
左
記

ま
で
。

●
警
察
相
談
電
話　
「
＃
９
１
１
０
」

●
大
分
南
警
察
署

　
☎
０
９
７

－

５
４
２

－

２
１
３
１
㈹

歯
科
衛
生
士
の

免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か
！

　
歯
科
衛
生
士
は
お
口
の
健
康
づ
く
り

と
口
腔
ケ
ア
で
、
笑
顔
の
あ
る
健
康
な

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
家
資
格
の
専

門
職
で
す
。

・
就
職
率
は
１
０
０
％
で
す

・
県
内
に
学
校
が
あ
る
た
め
、
学
資
も

比
較
的
安
く
済
み
ま
す

・
卒
業
後
は
地
元
で
働
け
ま
す

・
国
家
資
格
が
あ
る
の
で
、
結
婚
や
出

産
で
一
時
離
職
し
て
も
再
就
職
に
有

利
で
す

・
職
場
は
夜
勤
も
な
く
、
清
潔
で
快
適

で
す

申
込
・
問
大
分
歯
科
専
門
学
校

　
☎
０
９
７

－

５
３
５

－

０
２
０
１

　
大
分
県
歯
科
技
術
専
門
学
校

　
☎
０
９
７
７

－

６
７

－

３
０
３
８

募
集

大
分
県
竹
工
芸
・
訓
練
支
援
セ
ン

タ
ー
入
校
生
募
集

●
申
込
期
限　
１
月
29
日
㈮
ま
で

●
試
験
日　
２
月
15
日
㈪

●
授
業
料　
無
料

 

（
教
科
書
等
の
実
費
負
担
あ
り
）

●
科
目　
竹
工
芸
科

●
内
容　
竹
工
芸
の
製
品
に
関
す
る
竹

材
の
材
料
加
工
・
各
種
編
組
技
術
・

染
色
・
塗
装
技
術
の
習
得

●
募
集
定
員　
10
人

●
訓
練
期
間　
２
年

●
対
象
者

　
18
歳
以
上
39
歳
以
下
の
求
職
中
の
方

問
大
分
県
竹
工
芸
・
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
７

－

２
３

－

３
６
０
９

市
民
後
見
人
養
成
講
座

　
成
年
後
見
人
は
家
庭
裁
判
所
が
関
与

し
て
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力
が
不

十
分
な
方
に
代
わ
っ
て
、
日
々
の
暮
ら

し
の
手
続
き
の
援
助
を
し
ま
す
。

●
日
時

　
１
月
16
日
㈯
～
17
日
㈰

　
２
月
６
日
㈯
～
７
日
㈰
の
計
４
日
間

　
各
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

●
場
所　
大
分
県
総
合
福
祉
会
館

 

（
大
分
市
大
津
町
）

●
受
講
料　
２
，
４
０
０
円

1819 2015.12　市報ゆふ 市報ゆふ　2015.12



 「きらり輝く☆すこやかライフ」ご存知ですか？
　育児が大変！！！　少しリラックスしたい…　　子育てについて学びたい。
　そんな子育て中の皆さんのお役に立てるよう開催している講座です。
　開催場所は市内の各地域の公民館３ヵ所で毎月行っています。
●受講生の声
 「ママ友達ができました。」
 「講座を受講して優しい気持ちになれました。」
 「ゆったりと２時間…子どもと関わる時間が持てました。」
　などとても好評です。
●今までに開催された講座は
　 6月　親子で一緒にリズム遊び♪　　
　 7月　みんなで楽しくクッキング♪
　　　  （興味のある方は…「ほっとはーとOITA」で検索☆）
　 8月　座談会☆　　　　　　　　　
　 9月　ECO♪LIFE
　10月　子どもに愛をたくさん伝えよう
　　　　 ～肯定感を育む親子コミュニケーション～
　11月　エアロビクス
　10・11月　特別企画　子どものやる気をひきだす魔法の質問
●興味のある方はこちらまでお電話ください☆！
　☎0977–84–2604（中央公民館）

パソコン教室生徒募集のお知らせ
　湯布院公民館では、次の日程でパソコン教室
を開催します。
●短期取得コース
　ワードやエクセル（基礎的なところから）を
学ぶ
●定員　10人（応募人員が定員を超えた場合

は、抽選となります。）
●学級費　2,000円
 （別途、教材費が500円程度必要）
　※パソコンは、公民館で準備します。
●場所　湯布院公民館　中会議室
●日時　１月18日㈪～１月22日㈮
　午後１時から午後４時（毎日 全５回）
●申込先
　湯布院公民館
　☎0977–84–2604
●締切　１月８日㈮まで

ピラティス教室
受講生募集

●日時　平成28年１月13日㈬～3月16日㈬の全10回
　　　　毎週水曜日 午後７時〜午後８時
●場所　はさま未来館　4階児童室
●受講費　1,000円
●対象　由布市内にお住まいの方ならどなたでも♪
●定員　20人
●申込期限　12月25日㈮
※応募多数の場合は抽選となります。ご了承ください。
●申込先・問い合わせ　挾間公民館
　☎097-583-1118　FAX097-583-1186

年末年始、ユーバス運休のお知らせ
平成27年12月29日㈫から平成28年１月３日㈰までは
運休します。

運休と変更のお知らせ

変 更 便
変更日 1/21 ㈭

変更内容 スクールバス各コースの帰り第1便の発車時刻が次のとおり変更になります。

コース名 始発バス停
発車時刻

変更前 変更後水曜日以外 水曜日
湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 15：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 15：15 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：15 15：21 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：27 15：27 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 15：50 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 15：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

1/21
㈭

シャトルバス 由布院駅前バスセンター13:45 発、
大学病院 13:55 発、庄内庁舎 14:25 発の各便

湯 平 線 健康温泉館前 12:45 発の便
酒 野 線 大学病院 13:25 発の便

〔コミュニティバス〕総合政策課（庄内庁舎）

〔スクールバス〕教育総務課（湯布院庁舎）
☎097-582-1111（内線226）

☎0977-84-3111（内線235）

問い合わせ

　中学校行事に伴い、
スクールバス復路便
の時間を変更して
運行するため、次の便は運休および変更となります。
ご利用の際はお間違えのないようご利用ください。

く ら し インフォメーション

ピラティス教室
受講生募集

由布 市家 庭 教 育 講 座

「きらり輝く☆すこやかライフ」全７回 開催されました

　ピラティスは、体幹を鍛え、笑顔で楽に生活する
ための体やしなやかで強い筋肉をつ
くってくれるエクササイズです。
　自分自身の体を見つめなおすきっ
かけになりますよ。
　2016 年新春！
　新しいチャレンジを始めてみませ
んか？ 

　
年
末
年
始
は
、
火
気
を
扱
う
機
会
が
増
え
る
た
め
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
状
況
で
す
。

　
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
外
出
時
や
寝
る
前
に
は
、
必
ず
火
の
元
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆
乾
燥
し
た
日
、
風
の
強
い
日
は
、
火
入
れ
・
焚
き
火
な
ど
を
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
子
ど
も
の
火
遊
び
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品

を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

死
亡
原
因
の
約
６
割
が
夜
間
の
逃
げ
遅
れ
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
由
布
市
消
防
本
部　
予
防
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
０
９
７

－

５
８
３

－

１
３
２
０
（
直
通
）

年
末
・
年
始
の
火
災
予
防

  
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ

ついて
いますね？
住宅用火災
警報器！

２０１５
オレンジカフェ由布
クリスマス会

●日時
　12月12日㈯ 午前10時～正午
●場所
　はさま未来館女性研修室
●内容

①大分大学医学部ジャズ研クリスマスミニコン
サート

②大分司法書士会　成年後見法についての講演会
●参加費
　コーヒー、ココアなど１杯100円
　皆さんのご参加お待ちしています。
●問い合わせ　介護老人保健施設　健寿荘
　☎097–583–0051（吉田・徳野）

▲講座の様子

▲エアロビクスの様子
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無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
はさま未来館　１月 9日㈯ 午前９時～正午
庄内庁舎　　　１月15日㈮ 午前９時～午前11時
湯布院庁舎　　１月20日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
庄内庁舎　　　１月は開催しません。（次回は2月1日㈪）

【司法書士市民相談】担当：司法書士（予約者優先）
※庄内庁舎会場については、２日前までの事前予約があった場

合のみ開催します。事前予約がない場合は開催しません。
※予約は庄内庁舎は総務課、挾間および湯布院庁舎は各地域振

興課へお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
挾間庁舎　　　１月12日㈫ 午後１時30分～午後４時
庄内庁舎　　　１月20日㈬ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　　１月 5日㈫ 午後１時30分～午後４時

【行政書士相談】担当：行政書士
遺言・相続、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
挾間庁舎　　　１月15日㈮ 午後１時～午後３時
庄内庁舎　　　１月 8日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　　１月は開催しません。（次回は2月5日㈮）
問総務課総務係（庄内庁舎）
　☎097–582–1111（内線205）

再生家具・自転車の抽選会
〜再生した家具・自転車を無料でお譲りします〜
●申込期限　１月10日㈰ 正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　１月10日㈰ 12：30〜
　抽選にもれた人や抽選時間に間に合わなかった人の
ために、敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットは12月から来年２月までお休みし

ます。
問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

源泉徴収票
　老齢年金は、所得税法上の雑所得と
して課税の対象になっています。そ
のため、老齢年金を受けている方には、
１年間の年金の支払総額などを記載し
た「源泉徴収票」が１月下旬に送付さ
れますので、確定申告の際に提出して
ください。
　紛失したときなどは再発行できます
ので、お近くの年金事務所または年金
相談センターにお問い合わせください。
なお、障害年金・遺族年金は、課税の
対象になっていないため、源泉徴収票
は送付されません。

問大分年金事務所　☎097–552–1211

●国民健康保険税（普通）　７期分
●市県民税（普通）　４期分
●介護保険料（普通）　７期分
●後期高齢者医療保険料（普通）　６期分
●入湯税　12月期分（11月分）
納期限　平成27年12月25日㈮
　　　　※入湯税のみ平成28年１月４日㈪

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳し
くは市民課・税務課（☎ 0 9 7 – 5 8 2 – 1 1 1 1 ）まで
お問い合わせください。
12
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5湯 湯/庄 庄

6 7 8 9 10 11 12挾 挾 湯 湯/庄 庄
13 14 15 16 17 18 19挾 挾 湯 湯/庄 庄
20 21 22 23 24 25 26挾 挾 湯/庄 庄
27 28 29 30 31

1
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9挾 湯 湯/庄 庄
10 11 12 13 14 15 16挾 湯 湯/庄 庄
17 18 19 20 21 22 23挾 挾 湯 湯/庄 庄
24 25 26 27 28 29 30挾 挾 湯 湯/庄 庄
31

※12月28日、１月４日は窓口の延長を行いません。
※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付けはお取り扱いできません。

編
集
後
記

▼
ク
リ
ス
マ
ス
や
年
末
年
始

と
ご
家
族
皆
さ
ん
が
そ
ろ

う
機
会
が
こ
れ
か
ら
増
え
て

き
ま
す
。い
つ
も
以
上
に
一
緒

に
過
ご
す
時
間
を
大
切
に

し
た
い
で
す
ね
。来
年
も「
市

報
ゆ
ふ
」を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。皆
さ
ん

よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ

い
。（
た
）

▼
今
年
も
い
よ
い
よ
あ
と

数
週
間
で
す
。や
り
残
し
た

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、で
き

る
限
り
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

良
い
１
年
だ
っ
た
と
思
え

る
よ
う
に
、１
日
１
日
を
全

力
で
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
！（
あ
）

人　
　口 ひとの動き
総人口  35,396人（ー16）
世帯数  15,460戸（ー4）

男  16,987人（ー7）
女  18,409人（ー9）

11月30日現在 （　 ）は前月比

　 農業サポーター
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収
穫
後
の
畑
の
手
入
れ

　

秋
野
菜
の
収
穫
後
、
無

理
に
何
か
を
植
え
る
の
で

は
な
く
、
次
の
春
野
菜
に
向
け
て
畑
を
休
ま
せ
る
の
も
一
つ
の
手
で
す
。

こ
の
と
き
に
堆
肥
や
土
壌
改
良
材
な
ど
を
投
入
し
地
力
を
つ
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
と
な
る
作
物
で
セ
ン
チ
ュ
ウ
や

病
原
菌
対
策
を
、
飼
料
作
物
で
過
剰
養
分
を
吸
収
さ
せ
る
な
ど
も
い
い

で
し
ょ
う
。

　
作
物
の
根
や
枯
れ
た
葉
、
茎
な
ど
は
そ
の
ま
ま
畑
に
放
置
す
る
と
病

原
菌
の
住
処
と
な
り
発
生
源
と
な
り
ま
す
の
で
畑
の
外
に
持
ち
出
し
処

分
し
ま
し
ょ
う
。
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
で
堆
肥
化
す
る
場
合
は
米
ヌ
カ
や
油

粕
を
入
れ
て
高
温
で
発
酵
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
果
樹
の
お
礼
肥
、
剪
定
、
病
虫
害
予
防

　
収
穫
の
終
わ
っ
た
果
樹
に
は
、
1
年
間
頑
張
っ
て
く
れ
た
お
礼
を
兼

ね
て
追
肥
を
行
い
ま
す
。
春
肥
、
夏
肥
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
収
穫
後

に
や
る
の
は
礼
肥
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
礼
肥
を
少
し
ず
つ
吸
収
し
な

が
ら
冬
の
間
休
眠
に
は
い
り
ま
す
。
そ
し
て
暖
か
く
な
っ
た
ら
新
芽
を

出
し
て
き
ま
す
。

　
こ
の
時
期
、
落
葉
果
樹
（
梨
、
柿
、
梅
、
ブ
ド
ウ
な
ど
）
は
整
枝
剪

定
を
行
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
葉
が
落
ち
て
か
ら
で
す
。

剪
定
を
毎
年
行
い
、
隔
年
結
果
（
表
年
裏
年
）
を
防
ぎ
、
安
定
し
た
収

量
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

マ
シ
ン
油
乳
剤
な
ど
を
使
い
、
越
冬
し
翌
年
に
害
を
及
ぼ
す
害
虫
、

ハ
ダ
ニ
、
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
な
ど
を
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

害
虫
の
表
面
を
油
膜
で
覆
い
、
窒
息
死
さ
せ
ま
す
。
で
す
か
ら
害
虫
に

薬
剤
抵
抗
性
の
心
配
は
な
く
使
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
石
灰
硫
黄
合
剤
な
ど
で
病
原
菌
予
防
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
い
ず
れ
も
毒
劇
物
で
は
な
い
の
で
、
園
芸
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

で
購
入
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
常
緑
樹
（
み
か
ん
、
カ
ボ
ス
な
ど
）
は
寒
害
を
受
け
な

い
よ
う
3
月
～
4
月
の
少
し
暖
か
く
な
っ
た
頃
に
行
い
ま
す
。
日
光
が

よ
く
当
た
る
よ
う
に
行
い
、
混
み
合
っ
た
枝
は
除
去
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
挾
間
庁
舎
）

　
☎
０
９
７–

５
８
３–

１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
９
）

す
。
行
火
の
「
行
」
は
「
旅
、
ど
こ

か
に
行
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
の

で
、
行
火
は
持
ち
運
び
の
で
き
る
道

具
、
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

 

「
湯
た
ん
ぽ
」
は
今
で
も
使
わ
れ

て
い
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
室
町
時
代
か
ら
使
わ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
陶
製
が
主
で
し
た

が
、
大
正
時
代
以
降
に
な
る
と
金
属

製
の
も
の
が
出
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
戦
時
中
は
金
属
が
貴
重
と
な
り
、

陶
製
の
も
の
ば
か
り
に
な
り
ま
し
た
。

展
示
品
の
中
に
は
『
國
策
湯
丹
保
』

と
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
が
今
で
は
め
っ
た
に
見

る
事
の
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。
資

料
館
で
は
現
在
、
冬
季
特
別
企
画
展

も
開
催
中
で
す
。
来
年
２
月
12
日
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

こ
の
機
会
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　
吹
く
風
も
冷
た
く
、
暖
房
器
具
が

大
活
躍
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
暖
房
具
の
お
話
で
す
。

　

暖
房
具
と
し
て
思
い
出
す
の
は

『
火
鉢
』
で
す
。
火
鉢
が
使
わ
れ
出

し
た
の
は
奈
良
時
代
の
頃
か
ら
で
、

初
め
は
木
製
で
囲い

ろ

り
炉
裏
の
「
燠お

き

」
を

利
用
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
広
く
庶
民

の
間
に
も
使
わ
れ
は
じ
め
、
木
製
・

金
属
製
・
陶
製
な
ど
の
材
質
や
、
丸

型
・
角
型
・
長
方
型
・
箱
型
と
さ
ま

ざ
ま
な
形
を
し
た
火
鉢
が
出
て
き
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
長
方
型
の
長
火
鉢

に
は
3
～
4
つ
の
収
納
で
き
る
引
き

出
し
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
お
茶
の

間
の
必
需
品
で
し
た
。

　
ま
た
、
冷
え
た
お
布
団
に
入
る
の

は
今
で
も
勇
気
が
い
る
も
の
で
す
が
、

布
団
の
中
に
入
れ
て
寝
る
時
の
暖
房

に
用
い
ら
れ
た
の
が
「
行あ

ん
か火
」
で
す
。

主
に
一
人
用
で
、
中
に
炭
火
を
入
れ
、

そ
れ
に
布
団
を
掛
け
て
手
足
を
温
め

る
道
具
で
す
。
資
料
館
に
展
示
し
て

い
る
行
火
は
高
さ
が
20
～
25
㎝
程

で
、
全
体
的
に
丸
み
を
帯
び
て
い
ま

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信
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こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

文
・
首
藤 

奉
文

　
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す
。

　

10
月
に
は
さ
ま
未
来
館
で
会
合
が
あ
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
か
ら
観
客
席
に
座
ろ
う
と
し
た
ら
、
あ
る
方
か
ら
「
市
長

さ
ん
あ
ん
た
い
つ
退
院
し
た
ん
か
え
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。「
え
っ
、
私
は
入
院
な
ん
か
し
て
い
な
い
け
ど
」「
相
当

痩
せ
ち
ょ
っ
て
、
糖
尿
病
か
癌
か
な
ん
か
に
な
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
ん
か
え
っ
ち
聞
い
た
け
ど
」「
で
も
こ
の
と
お
り
元
気
で

す
よ
」「
ほ
ん
な
ら
い
い
ん
じ
ゃ
け
ん
ど
、
心
配
し
ち
ょ
っ
た

ん
じ
ゃ
」
こ
れ
に
は
私
の
方
こ
そ
び
っ
く
り
で
す
。
で
も
そ

う
思
わ
れ
る
の
も
無
理
は
な
い
な
と
内
心
に
ん
ま
り
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

実
は
、
巨
漢
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
太
っ
て
い
た
息
子
が
、

今
年
の
正
月
に
帰
っ
て
来
た
時
に
見
間
違
え
る
ほ
ど
ス
マ
ー

ト
に
な
っ
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
「
お
前
、
よ
く
頑

張
っ
た
な
あ
！
根
性
だ
な
！
よ
う
し
、
お
前
も
頑
張
っ
た
か

ら
お
父
さ
ん
も
頑
張
ろ
う
。
今
年
中
に
メ
タ
ボ
解
消
。
６
㎏

の
減
量
を
す
る
ぞ
」
と
（
出
来
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
内
心

思
い
な
が
ら
も
）
高
ら
か
に
？
宣
言
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。「
〝
健
康
立
市
〟
宣
言
を
し
た
市
長
が
メ
タ
ボ
で
は
恥
ず

か
し
い
こ
と
だ
！
」
と
か
な
ん
と
か
言
い
な
が
ら
。

　

そ
れ
か
ら
野
菜
、
酢
、
肉
、
魚
を
中
心
に
し
た
食
生
活
開

始
で
す
。
カ
ボ
ス
を
掛
け
た
野
菜
を
た
く
さ
ん
取
り
、
ご
飯

は
ほ
ん
の
少
し
に
し
ま
し
た
。
運
動
は
腹
筋
、
腕
立
て
伏
せ
、

ス
ク
ワ
ッ
ト
、
踏
み
台
昇
降
等
も
併
せ
て
根
気
強
く
実
行
し

ま
し
た
。
６
ヵ
月
も
す
る
と
体
重
減
量
６
㎏
、
腹
囲
83
㎝
と

な
り
見
事
メ
タ
ボ
解
消
で
す
。
と
に
か
く
痩
せ
ま
し
た
。
そ

れ
が
噂
で
糖
尿
病
、
癌
、
そ
し
て
入
院
に
つ
な
が
っ
て
い
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
噂
っ
て
発
展
し
ま
す
ね
。

　

今
は
体
調
も
よ
く
お
酒
も
以
前
に
増
し
て
お
い
し
く
な
り

ま
し
た
よ
。

　

さ
て
今
年
も
や
が
て
終
わ
り
で
す
。
皆
さ
ん
よ
い
お
年
を

お
迎
え
く
だ
さ
い
ね
。

健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”　由布市では平成25年３月24日に健康立市を宣言しました。

Happy Birthday

あなたの
生まれた
大切な日 大

お お の

野 琉
れ ん と

聖くん
平成２５年１２月１８日　湯布院町川上

髙
た か だ

田 このみちゃん
平成２５年１２月１４日　湯布院町川上

松
ま つ し た

下 望
の あ

蒼くん
平成２６年１２月２４日　挾間町古野

土
は じ

師 彩
さ き こ

起子ちゃん
平成２６年１２月１７日　庄内町長野

北
き た な か

中 隼
は や と

人くん
平成２５年１２月９日　挾間町挾間

中
な か む ら

村 凛
り ひ と

翔くん
平成２６年１２月１５日　挾間町北方

佐
さ と う

藤 旬
しゅん

くん
平成２６年１２月２５日　庄内町五ヶ瀬

森
も り な が

永 竜
りゅうせい

世くん
平成２４年１２月７日　庄内町西長宝

庄
し ょ う の

野 里
り さ

咲ちゃん
平成２５年１２月２５日　庄内町五ヶ瀬

田
た な べ

邉 怜
り ょ う た

大くん
平成２６年１２月２４日生　挾間町下市

　お誕生日コーナーへの掲載
を希望される保護者の方は、
事前に総務課（☎097–582–
1111 内線208）へ電話でお
申し込みください。対象は３
歳以下で、市報ゆふのお誕生
日コーナーに掲載されたこと
がない方とします（先着順）。
２月生まれの申込締切は１月
22日㈮です。
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